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次世代火山研究推進事業_課題 D-2_鹿児島大学の参加機関からの離脱について（伺い） 

 次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト 次世代火山研究推進事業 課題 D-2「リアルタイムの火

山灰ハザード評価手法の開発」では平成 28年度以降 5年間にわたり，鹿児島大学 地域防災教育研究セ

ンターが参加機関，同特任教授 眞木雅之氏が業務主任者としてその実施に取り組んできた。今般，令

和 2 年度末に眞木氏が鹿児島大学を退職することとなった。同氏は、令和 3 年度より京都大学の研究員

として採用予定であり、引き続き本課題に参加する予定である。 

このようなことから，令和 2年度をもって、鹿児島大学の参加機関からの離脱を申し出た。 

変更前後の実施体制は下図のとおりである。 

 本件は，上述のとおり，課題 D-2 の参加機関である鹿児島大学の参加機関からの離脱について総合協

議会の承認を求めるものである。 

課題 D-2 実施体制 

変更前(～令和 2年度) 変更後（令和 3年度～） 

京都大学（代表機関） 

鹿児島大学（参加機関） 

京都大学（代表機関） 
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